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実習前に安全管理 

１．全体の注意 

・電源は、AC100V を使用するため、電源 OFF または、コンセントプラグを抜いた状態で、

配線作業を実施してください。 

・コンセントプラグをコンセントに挿入するときは、スイッチが“切”になっていること

を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コンセントプラグ挿入後に、スイッチを“切”から“入”にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・机上からの各

制御装置の落下する恐れがあるため、通信線や電源線は、机からはみ出し、引っかからな

いように注意してください。 

切 

切 

※危険発生時は､直ちに講師に伝えてください 



 

２．ＰＬＣ制御装置を使用するときの注意 

・電源部の端子に緩みがあると短絡等危険なため、端子 に緩

みがないかを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

・端子部には、電源電圧や制御電圧が印加されているい ため、

動作時には必ず端子カバーを取り付けてください。 

①PLCユニット端子台 

②コネクタ／端子台ユニット 

③増設端子台 

 

 

 

 

 

 透明なため紛失

に注意 



 

３．タッチパネル制御装置を使用するときの注意 

・電源部の端子に緩みがあると短絡等危険なため、端子に緩みがないかを確認してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・端子部には、電源電圧や制御電圧が印加されてい

るいため、動作時には必ず端子カバーを取り付けて

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・タッチパネル

取付台は、角度調節が可能ですが、指が挟まれてしまう可能があるため、注意をしてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

隙間に注意 
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